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1
んシュ
μ

お
話
:
・
浅
川
司
さ
ん
(
長
野
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
リ
ュ

l
ジ
ュ
競
技
委
員
長
)

長
野
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
い
よ
い
よ

2
月
7
日
に
開
幕
し
ま
す
。
世
界
各
固
か
ら
一
流
の

選
手
た
ち
が
長
野
県
に
集
い
、
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

各
種
の
競
技
の
中
で
も
、
地
元
長
野
県
の
選
手
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
『
リ
ュ

l
ジ
ユ
』
。

ス
ピ
ー
ド
感
あ
ふ
れ
る
リ
ユ
|
ジ
ュ
の
魅
力
・
だ
い
ご
味
を
、
上
田
市
在
住
(
五
加
)
で
、
リ

ユ
|
ジ
ュ
の
前
ナ
シ
ョ
ナ
ル
コ
ー
チ
、
長
野
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
競
技
委
員
長
を
務
め

る
予
定
の
浅
川
司
さ
ん
に
お
聞
き
し
ま
し
た
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
「
男
」
「
女
」
と
「
二

人
乗
り
」
と
い
う

3
種
類
の
競
技
が
あ
り
ま
す
。

二
人
乗
り
は
、
お
互
い
の
呼
吸
を
合
わ
せ
る
の

が
難
し
い
。
下
に
な
っ
て
い
る
選
手
は
自
分
で

前
を
見
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
か
ら
ね
。

• 
・
リ

ュ
l
ジ
ュ
に
か
か
わ
っ
た
き
っ
か
け
は
?

6
年
前
に
、
選
手
の
強
化
と
い
う
仕
事
を
始

め
ま
し
た
。
そ
の
時
か
ら
付
き
合
っ
て
い
る
選

手
た
ち
が
、
長
野
県
の
リ
ュ

l
ジ
ュ
選
手
一
期

生
で
す
。
そ
の
う
ち
何
人
か
が
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー

ム
に
入
っ
て
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
目
指
し
て
い
ま

す。
私
が
か
か
わ
っ
た
の
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

開
催
が
決
定
し
て
か
ら
で
す
。
長
野
市
が
オ
リ

-
リ
ュ

l
ジ
ュ
の
み
ど
こ
ろ
は
?

「
リ
ュ

l
ジ
ュ
」
は
、
私
た
ち
が
子
ど
も
の

こ
ろ
に
楽
し
ん
だ
「
そ
り
遊
び
」
が
原
点
で
す
。

コ
!
ス
(
ト
ラ
ッ
ク
)
を
滑
り
降
り
る
タ
イ
ム

を
競
い
ま
す
が
、
最
高
速
度
が

1
3
0
キ
ロ
に

も
な
り
、
ス
ピ
ー
ド
感
が
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

そ
れ
が
ス
リ
ル
で
あ
り
、
お
も
し
ろ
い
と
こ
ろ

で
も
あ
る
。
当
然
な
が
ら
恐
怖
感
も
あ
り
ま
す
。

人
工
凍
結
の
競
技
ト
ラ
ッ
ク
は
世
界
で
日
か

所
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
こ
ス
パ
イ
ラ
ル
は
、

日
本
そ
し
て
ア
ジ
ア
で
も

1
つ
の
だ
け
の
ト
ラ
ッ

ク
。
貴
重
な
も
の
だ
し
場
所
が
限
ら
れ
、
見
る

機
会
が
非
常
に
少
な
い
競
技
だ
と
思
い
ま
す
。

外
国
で
は
十
チ
ュ
ラ
ル
バ

l
ン
(
天
然
の
コ
ー

ス
)
で
大
会
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま

す
。
森
林
の
中
を
、
あ
る
程
度
コ

l
ス
を
整
備

し
て
そ
の
中
を
滑
る
よ
う
な
・
:
。
競
技
の
発
想

が
自
然
で
、
単
純
な
も
の
な
ん
で
す
。
し
た
が
っ

て
そ
り
の
構
造
も
単
純
。

2
本
の
歯
が
あ
っ
て

そ
の
上
に
乗
っ
て
操
作
し
て
滑
る
。
ブ
レ
ー
キ

も
つ
い
て
い
ま
せ
ん
。
登
り
坂
が
な
い
と
自
力

で
は
止
ま
れ
な
い
ん
で
す
よ
。

唯一、自分で加速できる
スタート。スパイクの付・
いた手袋で氷を引っかく。

乙

ン
ピ
ッ
ク
の
招
致
に
立
候
補
し
た
と
き
、
冬
季

競
技
の
競
技
団
体
を
そ
ろ
え
る
必
要
が
あ
っ
て

「
ボ
ブ
ス
レ

l
・
リ
ュ
!
ジ
ュ
連
盟
」
が
で
き

ま
し
た
。
そ
し
て
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
運
営
を
担

当
す
る
組
織
N
A
O
C
も
で
き
た
。
次
に
地
元

の
選
手
を
出
場
さ
せ
る
た
め
の
、
選
手
の
強
化

は
ど
こ
が
や
る
の
か
と
い
う
話
に
な
っ
て
、
県

が
地
元
の
選
手
を
出
場
さ
せ
た
い
と
選
手
強
化

に
乗
り
だ
し
た
わ
け
で
す
。

長
野
県
は
、
「
ス
キ

l
」
「
ス
ケ
ー
ト
」
は
全

国
的
に
も
強
い
の
で
、
選
手
強
化
は
当
然
で
す

が
、
「
ボ
ブ
ス
レ

l
・
リ
ュ
!
ジ
ュ
」
は
比
較

的
マ
イ
ナ
ー
だ
が
、
強
化
の
仕
方
に
よ
っ
て
は

長
野
県
の
選
手
で
も
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
で

き
る
種
目
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。そ
こ
で
「
ボ
ブ
ス
レ

l
・
リ
ュ

l
ジ
ュ
」
に

コ
!
チ
を
選
抜
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、

「
ボ
ブ
ス
レ

I
・
リ
ュ

l
ジ
ュ
」
は
誰
も
や
っ

た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

仁

浅川司さん プロフィール
昭和27年生れ。昭和46年上田高校卒業、昭和50年

信州大学教育学部を卒業後、赤穂高校・伊那北高

校・長野工業高校の保健体育教諭として教壇に立

つO 平成4年長野県体育協会専門主事としてボブ
スレー・リュージュ競技専任コーチlこ。高校・大

学時代は陸上競技短距離選手。リレハンメルオリ

ンピック日本チームコーチ、平成6年より日本連

盟リュージュナショナルコーチを歴任。長野オリ

ンピックでは競技委員長の予定。

【2】広按ラ;Æ~'1ι
E三f.Z4J!-==Sオリンピックの前哨戦として、世界からオリンピック出場選手がオープ
E孟畠出量星孟置ン参加した第31回全日本リュージュ選手権大会(スパイラル・12月14日)

私
は
も
と
も
と
陸
上
競
技
が
専
門
で
、
陸
上

の
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
チ

l
ム
の
コ

l
チ
と
し
て
海

外
遠
征
も
多
く
、
外
国
人
選
手
と
の
付
き
合
い

も
あ
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
こ
と
で
、
細
か
い
経

過
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
私
が
「
ボ
ブ
ス
レ

l
・

リ
ュ
!
ジ
ュ
」
の
コ

l
チ
を
や
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

そ
れ
ま
で
私
自
身
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
と
き

は
駐
車
場
係
と
し
て
で
も
参
加
で
き
れ
ば
い
い

な
:
・
と
、
傍
観
者
の
立
場
だ
っ
た
の
が
、
平
成

4
年
に
い
き
な
り
こ
の
世
界
に
飛
び
込
む
こ
と

に
な
っ
た
わ
け
で
す
。

そ
の
年
か
ら
、
長
野
県
の
リ
ュ
!
ジ
ュ
選
手

を
連
れ
て
海
外
遠
征
に
行
き
ま
し
た
。
ふ
ざ
け

た
話
で
、
自
分
も
見
た
こ
と
が
な
い
の
に
、
コ
ー

チ
と
し
て
海
外
遠
征
に
行
っ
て
い
た
の
で
す
か

ら
・
:
。
そ
う
い
う
意
味
で
、
出
だ
し
は
本
当
に

苦
労
し
ま
し
た
。

当
初
、
競
技
用
の
「
そ
り
」
す
ら
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
レ
ー
ス
ス
!
ツ
も
日
本
に
は
な
い



『
リ
ュ

i
ジ
ユ
b 

競
技制，c" f$ 

『
リ
ュ

l
ジ
ュ
』
と
は
、
フ
ラ
ン
ス
語

で
「
木
そ
り
」
を
意
味
し
、
そ
り
に
あ
お

む
け
に
乗
り
先
端
を
足
首
で
は
さ
み
、
方

向
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
な
が
ら
速
さ
を
競

い
ま
す
。
最
高
時
速
は

1
3
0
同
に
も
な

り、

1
0
0
0
分
の

1
秒
ま
で
タ
イ
ム
が

計
測
さ
れ
ま
す
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は

1

9
6
4年
の
イ
ン
ス
ブ
ル
ッ
ク
大
会
か
ら

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

種
目
は
「
男
子

1
人
乗
り
」

「
女
子

1

人
乗
り
」
「

2
人
乗
り
」
の

3
種
目
。
長

野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
「
男
子

1
人
乗
り
」

が

2
月

8
日
制
と
同

9
日
明
、
「
女
子

1

人
乗
り
」
が

2
月
間
日
側
と
聞
け
日
術
、

「2
人
乗
り
」
が

2
月
日
日
働
に
そ
れ
ぞ

れ
競
技
が
行
わ
れ
ま
す
。

オリンピック特集

し
、
何
一
つ
道
具
で
日
本
製
の
も
の
が
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
こ
か
ら
始
め
て
試
行
錯
誤
の
毎
日
で

し
た
。
今
で
こ
そ
、
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
に
出
場

す
る
選
手
が
育
っ
て
き
ま
し
た
が
:
・
。

コ
ー
ス
は

1
・
3
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
の

長
さ
で
、
途
中
で
止
ま
れ
な
い
。
最
初
は
一
番

上
の
ス
タ
ー
ト
台
か
ら
ス
タ
ー
ト
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。
途
中
で
転
ぶ
と
大
け
が
し
ま
す
か
ら
・
:。

ゴ
i
ル
か
ら
逆
算
し
て

3
0
0
メ
ー
ト
ル
、

5

0
0
メ
ー
ト
ル
と
徐
々
に
ス
タ
ー
ト
位
置
を
上

げ
て
、
よ
う
や
く
ス
タ
ー
ト
台
か
ら
ス
タ
ー
ト

で
き
る
よ
う
に
な
る
の
に

3
年
く
ら
い
か
か
り

ま
し
た
ね
。

長
野
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
リ
ュ

l
ジ
ユ

の
競
技
委
員
長
と
し
て
大
会
の
運
営
に
あ
た
り

ま
す
。

3
年
前
か
ら
ナ
シ
ョ
ナ
ル
コ

l
チ
を
や
っ

て
い
ま
し
た
が
、
競
技
委
員
長
も
い
っ
し
ょ
に

や
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
連
盟
か
ら
「
お
前

が
や
ら
な
け
れ
ば
、
外
国
か
ら
呼
ん
で
こ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」
と
言
わ
れ
、
昨
年
の
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ
が
終
わ
っ
て
か
ら
競
技
委
員
長
に
。

自
分
で
は

6
年
間
育
て
て
き
た
選
手
た
ち
を
、

直
接
コ

l
チ
で
き
な
く
な
る
の
は
残
念
で
し
た

が
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
成
功
も
考
え
な
く
て
は

な
り
ま
せ
ん
し
・
:
。
今
日
も
そ
う
で
す
が
、
気

持
ち
の
中
で
は
、
選
手
た
ち
の
活
躍
が
気
に
な

り
ま
す
。

• 
・
上
田
の
市
民
ヘ
一
言
お
願
い
し
ま
す
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は

2
月
7
日
が
開
会
式
で
す

が
、
我
々
は

8
日
(
日
)
か
ら
競
技
が
始
ま
り

ま
す
。
一
番
早
く
決
勝
が
あ
る
種
目
で
す
が
、

そ
の
割
り
に
人
気
が
な
く
、
チ
ケ
ッ
ト
も
あ
る

よ
う
で
す
。

選
手
は
も
ち
ろ
ん
、
コ
!
ス
を
見
た
こ
と
も

な
い
人
が
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
コ
ー
ス
を
見

る
だ
け
で
も
、
一
見
の
価
値
が
あ
り
ま
す
。
迫

力
あ
る
ト
ラ
ッ
ク
に
な
っ
て
い
ま
す
か
ら
・
:
。

生
身
の
人
聞
が
、
プ
ロ
野
球
選
手
が
投
げ
る

ボ

l
ル
並
み
の
ス
ピ
ー
ド
で
滑
り
ま
す
の
で
、

ス
リ
ル
と
興
奮
が
あ
り
ま
す
。
テ
レ
ビ
の
画
面

で
み
る
の
と
は
迫
力
が
全
然
違
い
ま
す
。
上
田

か
ら
は
、
ス
パ
イ
ラ
ル
ま
で

ωキ
ロ
く
ら
い
の

と
こ
ろ
で
す
か
ら
、
ぜ
ひ
お
お
ぜ
い
の
市
民
の

皆
さ
ん
に
見
に
き
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

と
く
に
若
い
子
ど
も
た
ち
は
、
ー
こ
れ
は
断

言
で
き
ま
す
が
ー
今
後
の
リ
ュ

1
ジ
ュ
の
競
技

は
、
長
野
県
の
選
手
が
ま
ち
が
い
な
く
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
代
表
に
な
れ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
う

い
う
意
味
で
、
夏
・
冬
合
わ
せ
て
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
へ
出
場
す
る
一
番
近
道
の
競
技
の
一
つ
だ
と

長野冬季オリンピックで、ボブスレー・リュージュ競技が

行われるのが、長野市浅川地区 (飯綱山ろく)にある 『スパ

イラル』。 アジア初の人工凍結コースです。

全長は、男子が1326メートル、女子が1194メートル。カー
ブ数が15あり、標高差は113メートル。コースは、自然の地
形に配慮して設計されたため、世界初の2か所のより勾配を

持っています。また自然や環境にも配慮されています。

思
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
人
は
ぜ
ひ
リ
ュ

l
ジ
ユ

を
や
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

長野県ボブスレー・リュージュ連盟

【3】
取材協力
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高
速
交
通
時
代
の
到
来

新
年
、
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
の
日
月

1
日
に
、
北
陸
新
幹

線
が
開
業
し
、
上
田

i
東
京
聞
は
最

短
百
分
で
結
ば
れ
ま
し
た
。
一
昨
年

秋
に
開
通
し
た
上
信
越
自
動
車
道
と

と
も
に
、
上
田
市
は
本
格
的
な
高
速

交
通
時
代
を
迎
え
ま
し
た
。

上
田
駅
周
辺
で
は
、
駅
舎
整
備
、

温
泉
口
広
場
、
お
城
口
の
駐
車
場
・

駐
輪
場
の
整
備
が
終
了
し
、
南
天
神

町
常
回
線
の
上
田
交
通
別
所
線
踏
切

の
高
架
化
も
ま
も
な
く
工
事
が
終
了

し
ま
す
。

3
月
に
は
別
所
線
上
田
駅

も
南
北
自
由
通
路
の

2
階
部
分
に
移

設
さ
れ
、
新
幹
線
ゃ
し
な
の
鉄
道
か

し

ら
の
利
便
が
向
上
し
ま
す
。

一
方
、

北
陸
新
幹
線
上
田
駅
や
上

信
越
自
動
車
道
上
田
菅
平
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
等
高
速
交
通
網
の
拠
点
を

結
ぶ
道
路
網
整
備
も
急
ピ
ッ
チ
で
進

め
ら
れ
て
お
り
、
高
速
交
通
時
代
に

対
応
し
た
道
路
基
盤
整
備
が
着
実
に

進
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
現
在
建
設
中
の
『
(
仮
称
)

上
田
新
橋
』
、
『
(
仮
称
)
上
田
大
橋
』

は
、
平
成
日
年
の
開
通
に
向
け
て
工

事
が
順
調
に
進
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ

ら
二
本
の
橋
は
、
上
田
地
域
の
交
流

を
促
進
す
る
上
に
お
い
て
も
重
要
な

役
割
を
果
た
し
ま
す
。

と
き
め
き
の
ま
ち

先
月
、
「
第

1
回
う
え
だ
城
下
町

映
画
祭
」
が
、
上
田
創
造
館
等
を
会

場
に

3
日
間
行
わ
れ
ま
し
た
。
上
田

は
以
前
か
ら
数
々
の
映
画
の
ロ
ケ
ー

シ
ョ
ン
(
撮
影
)
に
使
わ
れ
て
き
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
こ
の
よ
う
な
機

会
を
積
極
的
に
利
用
し
、
全
国
に
上

田
の
ま
ち
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
夏
に
行
わ
れ
た
「
第

1
回
オ
カ
ミ
サ
ミ
ッ
ト
」
は
、
別
所

温
泉
の
夫
神
岳
の
「
雨
乞
い
の
神

お
か
み

(
寵
)
」
や
「
岳
の
峨
」
な
ど
を
題
材

に
、
全
国
の
寡
雨
地
域
等
の
関
係
者

や
市
民
お
よ
そ

5
0
0人
が
参
加
し

て
、
水
資
源
・
森
林
の
果
た
す
役
割
、

自
然
環
境
や
教
育
を
考
え
ま
し
た
。

中
心
市
街
地
で
は
、
「
蔵
と
水
辺

帯設グイジ込スト
~昨年を振り返って~

1
月

・
6
日
・
:
市
内
循
環
パ
ス
(
右
岸
)

出
発
式
・
市
B
-・
・
成
人
式
圏
内
日・・.

消
防
出
初
め
式
瞳

m
B
-
・
・
シ
ン
ボ
ル

マ
ー
ク
発
表
・
授
賞
式
圃
お
日
・
:
農

業
集
落
排
水
事
業
豊
殿
南
部
地
区
処

理
場
起
工
式

2
月

闇

1
日
・
・
・
住
民
票
等
自
動
交
付
機
稼

動
聞
け
日
:
・
救
急
情
報
シ
ス
テ
ム
稼

動

mm同
日
・
・
・
テ
レ
ビ
電
話
に
よ
る
介

護
相
談
開
始
圃
却
日
・
:
上
田
観
光
コ

ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
設
立
記
念
式
典

し
ゅ
ん

圃
お
日
:
・
大
屋
バ
イ
パ
ス
竣
工
式

~~13 
i;l月
男主
A二
甲{列
市
上 議
田ム
高 32

要量

【4】

只
U

目刀

圃
3
日
:
・
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
少
年
合
唱
団

オ
カ
ミ

コ
ン
サ
ー
ト
圃
9
B
:
・
寵
サ
ミ
ッ
ト

イ
ン
上
回

(
j
m
日
〉
・
刊
日
・
:
上

田
花
火
大
会
・
2
日
・
・
・
日
中
友
好
ジュ

ニ
ア
卓
球
大
会
訪
中

(
;
初
日
)
圃

n
B
:
・
石
ノ
森
高
画
館
『
S
H
O
T

A
R
O
W
O
R
L
D』

(
j
9
月

日
日
)
・

m日
:
・
第
1
目
上
田
城
薪

能
回
初
日
・
・
・
第
刊
は
回
健
康
づ
く
り
市

民
の
つ
ど
い
/
引
世
紀
地
域
づ
く
り

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

広疲ラZ万'1ι

9
月

・
9
B
・
・
・
9
月
定
例
市
議
会
招
集
日

(
j
初
日
)
・
同
日
:
・
中
国
・
寧
波

市
派
遣
ジ
ュ
ニ
ア
大
使
訪
中

(
j
m
μ

日

)
E
m
B
・
:
山
田
か
ま
ち
展

(
j

m月
5
日
)
・
お
日
・
:
上
田
駅
温
泉



を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
(
仮
称
)

池
波
正
太
郎
・
真
田
太
平
記
館
」
の

建
設
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
今
秋
の

開
館
に
向
け
て
工
事
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
「
中
央
通
り
街
並
み

整
備
事
業
(
ア
ー
ケ
ー
ド
の
撤
去
、

電
線
類
の
地
中
化
等
)
」
や
民
間
活

力
を
導
入
し
た
住
宅
整
備
な
ど
を
中

心
市
街
地
で
展
開
し
、
ま
ち
の
活
性

化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
本
年
は
上
田
駅
お
城
口
地

区
市
街
地
再
開
発
事
業
が
本
格
化
し
、

駅
前
広
揚
を
中
心
に
、
駅
前
再
開
発

ビ
ル
が
整
備
さ
れ
る
予
定
で
、
機
能

的
で
使
い
や
す
い
上
田
駅
周
辺
整
備

を
目
指
し
ま
す
。

市
同
事

FEZ-
、，、
'
h
F
I

，-z・h
，

倉
造

a
sゎ
ξ
ま
さ

こ
れ
か
ら
の
未
来
を
担
っ
て
い
く

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、
充
実
し
た

教
育
環
境
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

第
一
中
学
校
の
移
転
改
築
を
は
じ

め
、
高
度
情
報
化
社
会
・
マ
ル
チ
メ

デ
ィ
ア
社
会
に
対
応
で
き
る
人
材
の

育
成
を
目
指
し
、
学
習
環
境
の
充
実

を
図
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
学
童

農
園
や
学
習
林
を
使
っ
た
体
験
型
の

学
習
機
会
も
充
実
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
学
習
で

き
る
環
境
の
整
備
、
市
民
の
み
な
さ

ん
が
気
軽
に
文
化
や
芸
術
に
親
し
む

機
会
の
創
出
や
、
生
涯
を
通
し
て
ス

ポ
ー
ツ
に
親
し
め
る
環
境
の
整
備
も

積
極
的
に
進
め
て
い
ま
す
。

や
さ
し
さ
の
あ
る
ま
ち

昨
年
の

4
月
に
、
上
田
市
は
高
齢

化
率
(
全
人
口
に
占
め
る
閃
歳
以
上

の
人
口
比
率
)
が
問
パ
ー
セ
ン
ト
を

超
え
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
、
ま
す
ま

す
高
齢
化
率
が
高
ま
り
ま
す
が
、
少

子
化
傾
向
は
依
然
と
続
き
、
本
格
的

な
高
齢
化
社
会
に
突
入
し
ま
す
。

平
成
ロ
年
度
か
ら
導
入
が
決
定
し

た
介
護
保
険
制
度
に
向
け
て
、
在
宅

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
中
心
と
な
る
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
・
在
宅
介
護
支

援
セ
ン
タ
ー
や
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

・

ホ

i
ム
ヘ
ル
。ハ

l
派
遣
事
業
の
充
実

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
準
備
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
中
心
市
街

地
に
福
祉
拠
点
と
な
る
複
合
型
施
設

な
ど
の
設
置
も
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
「
燃
や
せ
る
ご
み
」
の
有

料
化
・
指
定
袋
導
入
に
よ
り
、
ご
み

の
量
を
約

3
割
減
ら
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
さ
ら
に
昨
年
か
ら
は
び
ん
・

缶
の
再
資
源
化
に
向
け
た
分
別
収
集

も
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

い
っ
そ
う
の

ご
み
減
量

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
そ
の
ほ
か
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
対

策
な
ど
環
境
の
保
全
、
美
し
い
環
境

を
守
る
た
め
に
、
こ
れ
か
ら
も
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

活
力
の
あ
ふ
れ
る
ま
ち

産
業
面
で
は
、
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア

を
は
じ
め
と
す
る
新
し
い
産
業
の
育

成
や
支
援
、
高
速
交
通
時
代
に
対
応

し
た
観
光
拠
点
整
備
(
「
物
産
館
」

や
「
道
の
駅
、
川
の
駅
」
の
整
備
等
)
、

農
業
支
援
や
観
光
資
源
の
開
発
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

市
の
ほ
ぼ
中
央
部
に
位
置
す
る
東

山
市
有
林

(
3
2
7
ヘ
ク
タ
ー
ル
)

を
、
「
東
山
ふ
る
さ
と
の
森
」
と
し

て
整
備
し
て
い
ま
す
。
市
民
共
有
の

財
産
と
し
て
美
し
い
森
林
景
観
を
保

全
し
つ
つ
、
学
術
研
究
拠
点
あ
る
い

は
文
化
・
創
造
の
森
な
ど
と
し
て
活

用
を
図
り
ま
す
。

上
田
市
は
、
大
正

8
年

5
月

1
日

に
市
制
を
施
行
し
、
平
成
日
年
で
別

周
年
を
迎
え
ま
す
。
長
年
に
わ
た
り

培
わ
れ
て
き
た
文
化
と
歴
史
あ
ふ
れ

る
上
回
、
個
性
の
光
る
ま
ち
a

つ
く
り

を
目
指
し
ま
す
。

第

3
次
上
田
市
総
合
計
画
が
平
成

8
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、

3
年
目

を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

「
創

造
・
活
力
・
と
き
め
き
の
ま
ち
上
田
」

を
め
ざ
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
に
積

極
的
に
取
り
組
み
、
地
方
拠
点
都
市

と
し
て
の
機
能
を
高
め
る
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
市

民
の
皆
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
、
豊
か

で
創
造
性
と
活
力
に
満
ち
た
、
心
の

豊
か
さ
と
生
き
る
喜
び
を
感
じ
る
ま

ち
を
つ
く
り
あ
げ
て
い
き
ま
す
。

学
春
休
み
高
画
セ
ミ
ナ
ー

(
j
幻
日
)

-n日:
上
田
市
生
涯
尚
之
市
亘
巾
民
フ
ォ
ー

ラ
ム

-m日・
・
・
上
田
市
南
部
地
区
防

災
セ
ン
タ
ー
竣
工
式
/
J
R
上
田
駅

待
合
室
フ
レ
ン
ド
竣
工
式

4
月

圃
1
B
・
:
公
共
施
設
案
内
・
予
約
シ

ス
テ
ム
稼
動
式
・
7
日
・
・
・
上
田
市
技

術
研
修
セ
ン
タ
ー
オ
ー
プ
ン
量
刊
B
・

•• 

神
川
地
区
複
合
福
祉
施
設
竣
工
式
阻

同
日
・
・
・
南
部
地
区
防
災
セ
ン
タ
ー
オ
ー

プ
ン
園
団
自
・
・
・
東
塩
田
地
区
観
光
ト

イ
レ
竣
工
式
・
幻
日
・
・
・
古
戦
場
公
園

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
竣
工
式
園

初
日
・
・
・
上
田
駅
外
装
工
事
竣
工
式
/

上
田
真
田
ま
つ
り

(
j
m
日
)

5
月

翻

3
B
・・
・
上
田
市
植
樹
祭
・
8
日・
.

上
田
市
功
労
者
表
彰
式
量
日
日
・・
・市

議
会
臨
時
会
(
議
長
に
甲
田
定
男
さ

ん
¥
副
議
長
に
成
沢
捨
也
さ
ん
¥
監

査
委
員
に
川
上
清
さ
ん
・
石
井
俊
夫

さ
ん
)
E
幻
日
・
:
各
界
階
層
別
市
政

懇
談
会

(
j
9
月
5
目
、
山
田
開
催
)

6
月
-m日
・・・
6
月
定
例
市
議
会
招
集
日

(
j
幻
日
)
闘
刊
日
・
:
上
田
市
農
林

漁
業
体
験
実
習
館
(
室
賀
温
泉
・
さ

さ
ら
の
湯
)
竣
工
式

7
a
同

n

-
聞
1
日
:
・
国
立
長
野
病
院
オ
ー
ブ
ン

/
び
ん
・
缶
の
資
源
回
収
開
始
聞

μ

自
・
:
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
愛
称
表
彰
式

(六
花
文
に
決
定
〉
・

m日
:
・
第
初

回
上
回
わ
っ
し
ょ
い

口
広
場
関
係
施
設
竣
工
式
/
北
陸
新

幹
線
上
田
駅
開
業
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
・

幻
日
・
・・
東
京
上
田
会
第
2
回
総
会
-

m日・
:
上
田
城
西
櫓
・
南
櫓
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
点
灯
式

叩
月

・
1
日
・
・
・
北
陸
新
幹
線
上
田
駅
開
業

出
発
式
/
し
な
の
鉄
道
出
発
式
・
2

B
-
・
・
上
田
市
玄
蕃
山
公
園
開
園
式
E

4
日・・・第
3
回
寧
波
市
訪
問
上
田
市

民
訪
中
団
出
発

(
j
竹
山
田
〉
園
6
日:・

塩
田
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
関
所

式
瞳
7
日
・
:
第
一
中
学
校
校
舎
建
設

起
工
式
・
8
B
-
・
上
田
地
域
フ
ラ
ワ
ー

デ
ザ
イ
ン
事
業
開
始

-m日
・・・上回

古
戦
場
ハ
l

フ
マ
ラ
ソ
ン
大
会
量
ロ

日
・
:
池
波
正
太
郎
上
回
展

(
j
円
日
)

回
目
白
・
:
神
科
在
宅
介
護
支
援
セ
ン

タ
ー
開
所
/
上
回
地
域
身
体
障
害
者

自
立
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
開
所
/
μ

時
間
巡
回
型
ホ
i

ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ

ス
事
告
夫
元
足
聞
け
日
・
:
ア
ッ
プ
・
ウ
ィ

ズ
・
ピ
プ
ル
上
田
に
滞
在
(
;
幻

日
)
瞳
河
日
:
・ウ
エ
ダ
ピ
ア
幻

(
j

刊
日
)
・
円
日
:
・
「
千
曲
川
讃
歌
」

創
作
披
露
記
念
演
奏
会

【5】

刊
月

・
1
日
・
・
・
東
塩
田
小
学
校
低
学
年
棟

竣
工
式
E
2
日
・
・
第
4
回
全
国
女
性

消
防
団
員
活
性
化
信
州
上
回
大
会
.

旧
日
・
・
・
市
政
功
績
者
表
彰
式
周
辺
日
:

中
国
古
代
瓦
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

M
M

月

圃
2
日
・
・
・
ロ
月
定
例
市
議
会
招
集
臼

〈

j
円
日
)
個
5
日
・:第

1
田
う
え
p

だ
城
下
町
映
画
祭

(
j
7
日
)

広報Fラji;e'1ι



失われゆく農村風景IJ~残る

• 
国
道

1
4
3
号
の
「
福
田
」
の
信
号
の
十
字

路
を
南
に
入
リ
、
し
ば
ら
く
行
き
ま
す
と
旧
福

田
村
の
中
心
部
に
出
ま
す
。
古
い
農
家
ど
新
し

い
民
家
が
立
ち
並
ぶ
お
だ
や
か
な
住
宅
地
で
、

激
し
く
車
の
行
き
交
う
国
道
が
近
く
に
あ
る
と

は
思
え
な
い
静
か
な
所
、
て
す
。

集
落
の
西
の
や
や
小
高
い
場
所
に
あ
る
宝
池

は
、
江
戸
時
代
前
期
の
寛
永
年
間
に
築
造
さ
れ

た
農
業
用
溜
池
で
す
。
今
ま
で
に
お
お
ぜ
い
の

人
足
に
よ
る
池
普
請
が
何
度
も
行
わ
れ
て
き
ま

し
た
が
、
現
在
は
池
の
内
部
の
周
囲
を
コ
ン
ク

リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
で
補
強
す
る
工
事
が
施
さ
れ

て
い
ま
す
。

池
の
隣
に
は
福
田
神
社
が
あ
リ
鳥
居
の
近
く

に
昭
和
仙
年
完
成
の
「
泉
田
地
区
ほ
場
整
備
事

業
、
記
念
碑
」
が
建
立
さ
れ
て
い
ま
す
。
関
係
農

家
臼
戸
、
受
益
面
積
3

|

|

ヘ
ク
タ
ー
ル
、
工

事
費
5
千

8
百
万
円
な
ど
と
立
派
な
石
に
刻
ま

れ
て
お
リ
ま
し
た
。

【6】

4

同
d
ル
d
p露
併
v

一1
一

私
は
、
現
在
住
宅
を
新
築
中
で
、

画
近
々
完
成
す
る
予
定
で
す
。
住
宅
を

新
築
す
る
と
市
役
所
か
ら
固
定
資
産
税
の

関
係
で
調
査
に
来
る
と
聞
い
て
い
る
の
で

す
が
、
い
つ
頃
来
ら
れ
る
の
で
す
か
?

一1
一

住
宅
だ
け
で
な
く
、
庖
舗
、
事
務

画
一
所
、
車
庫
、
物
置
な
ど
を
新
築
、
増

築
さ
れ
る
と
税
務
課
か
ら
固
定
資
産
税
の

評
価
額
を
決
定
す
る
た
め
の
調
査
に
伺
い

ま
す
(
非
木
造
建
て
で
面
積
の
大
き
い
も

の
は
、
地
方
事
務
所
か
ら
調
査
に
伺
い
ま

す
)
。
調
査
の
時
期
と
し
て
は
、
家
屋
の

完
成
が
確
認
で
き
て
か
ら

1
か
月
程
度
し

て
か
ら
伺
う
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
調
査

の
際
に
は
、
市
役
所
の
税
務
課
か
ら
電
話

あ
る
い
は
、
手
紙
で
連
絡
し
、
ご
都
合
の

よ
い
日
時
に
伺
う
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
所
有
者
の
か
た
の
都
合
(
例
え

ば
家
屋
が
完
成
し
、
引
っ
越
し
を
す
る
前

に
見
て
欲
し
い
等
)
で
早
く
調
査
を
し
て

欲
し
い
よ
う
な
場
合
は
、
前
も
っ
て
連
絡

い
た
だ
け
れ
ば
、
ご
希
望
に
沿
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。
調
査
の
内
容
と
し
て
は
、
国

の
基
準
に
沿
っ
て
家
屋
の
内
部
と
外
部
の

仕
上
げ
、
台
所
・
ト
イ
レ
・
浴
室
な
ど
の

設
備
を
ひ
と
と
お
り
拝
見
さ
せ
て
い
た
だ

く
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
適
正
な

課
税
を
す
る
た
め
に
ど
う
し
て
も
必
要
と

な
る
た
め
で
す
。
ま
た
税
務
課
の
職
員
は
、

身
分
証
を
携
帯
し
て
お
り
、
調
査
の
際
に

は
、
提
示
し
ま
す
。
家
屋
を
新
築
、
増
築

さ
れ
た
際
に
は
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す。

J1i薮ラZ万"10.1. 



カメラスケッチ

ほ
場
整
備
事
業
に
よ
っ
て
整
然
と
区
切
ら
れ

た
田
ん
ぼ
は
地
区
の
東
南
に
広
が
リ
湯
川
の
岸

の
椀
(
え
ん
じ
ゅ
)
の
木
々
が
遠
く
眺
め
ら
れ

古
く
か
ら
の
豊
か
な
土
地
を
実
感
さ
せ
ま
す
。

今
か
ら
ー
千
年
ほ
ど
前
の
平
安
時
代
、
小
県

郡
に
福
田
と
い
う
郷
、
が
あ
リ
ま
し
た
が
、
そ
の

中
心
が
現
在
の
福
目
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
神
社
も
こ
の
田
ん
ぼ
の
ほ
う
を
向
い
て
、

福
田
を
鎮
護
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
し
た
。

神
社
の
そ
ば
に
は
小
さ
な
お
堂
を
囲
む
よ
う

に
墓
地
が
あ
リ
ま
す
。
江
戸
時
代
の
年
号
が
刻

ま
れ
た
墓
標
や
小
さ
な
五
輪
塔
が
い
く
つ
も
見

ら
れ
「
村
」
の
歴
史
を
し
の
ば
せ
て
く
れ
ま
す
。

お
堂
へ
の
参
道
の
入
ロ
に
は
馬
頭
観
音
が
た

た
ず
ん
で
い
ま
し
た
。

-
8
0
年
ほ
ど
前
の
文

化
け
年
に
安
置
さ
れ
た
も
の
で
す
が
、
他
所
で

は
あ
ま
リ
見
か
け
な
い
珍
し
い
容
姿
が
印
象
的

で
す
。
杉
の
木
が
雨
や
風
か
ら
守
っ
て
く
れ
た

の
い
で
し
ょ
う
か
、
そ
れ
ほ
ど
風
蝕
も
な
く
彫
リ

が
く
っ
き
リ
と
し
て
い
ま
す
。

馬
頭
観
音
の
前
の
細
道
は
古
く
か
ら
の
村
路

な
の
愉
で
し
ょ
う
。
農
村
か
ら
失
わ
れ
て
ゆ
く
風

景
が
こ
こ
に
は
残
っ
て
い
る
の
で
し
た
。
福
田

み
ち

に
は
そ
ん
な
路
が
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
あ
っ
て
、

わ
ら
べ
唄
が
ど
こ
か
ら
と
も
な
く
聞
こ
え
て
く

る
よ
う
に
思
え
る
の
で
し
た
。
(
平
野
勝
重
)

責

主映
画
ざ
ん
ま
L 、
の 『第1回うえだ城下町映画祭』が12月5日

3ホから7日まで開催されました。評価の高い日
目尖本映画を、一挙に10本上映。上田でロケをした

同 映画の撮影資料展示や、講演会も行われ、熱
心な映画ファンが訪れました。

ヲk
*.戸
*1~ 
統
の
護
符
を
切 1月7日""'8日におおぜいの参拝者が訪れ

り主る信濃国分寺八日堂縁日。ここで授けられる

初尖護符『蘇民将来符』の切り初めが12月1日に

白、 行われました。 ドロヤナギで作られるこの護

" 符は、縁日までに1万3千体が用意されます。

一

2
一
私
は
、
二
世
帯
住
宅
を
新
築
し
よ
う

一

Q
一
と
考
え
て
い
ま
す
。
面
積
が

2
2
0

2m
、
1
階、

2
階
に
各
々
ト
イ
レ
、
台
所

が
あ
り
、

1
階
の
玄
関
、
浴
室
を
共
用
と

し
ま
す
。
固
定
資
産
税
の
関
係
で
優
遇
措

置
は
あ
る
の
で
す
か
?

瓦
」

新
築
住
宅
の
場
合
、
一
定
面
積
内

一

A
一
で
、
一
定
価
格
以
下
の
場
合

3
年
間

(
3階
以
上
の
耐
火
、
準
耐
火
構
造
住
宅

の
場
合

5
年
間
)
の
固
定
資
産
税
の
減
額

措
置
が
あ
り
ま
す
。
あ
な
た
の
場
合
は
、

面
積
条
件
(
一
戸
建
て
の
場
合

ω
2
m
以
上

2
0
0
2
m
以
下
)
を
満
た
し
ま
せ
ん
の
で

こ
の
措
置
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し

固
定
資
産
税
を
課
税
す
る
上
で
二
世
帯
住

宅
と
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、

2
0
0
2
m
よ

り
大
き
く
て
も
固
定
資
産
税
が
減
額
さ
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

課
税
上
二
世
帯
住
宅
と
認
め
ら
れ
る
も

の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
世
帯
が
完
全
に
独
立

し
て
い
て
、
か
つ
自
己
の
占
有
部
分
だ
け

で
居
住
生
活
が
で
き
る
場
合
で
す
。
つ
ま

り
そ
れ
ぞ
れ
の
世
帯
に
専
用
の
玄
関
、
ト

イ
レ
、
台
所
が
な
い
と
認
め
ら
れ
ま
せ
ん

(
浴
室
は
、
必
ず
し
も
世
帯
数
だ
け
必
要

と
い
う
わ
け
で
は
、
あ
り
ま
せ
ん
)
。
し

た
が
っ
て
玄
関
が

1
か
所
し
か
な
い
あ
な

た
の
住
宅
は
、
課
税
上
の
二
世
帯
住
宅
と

は
、
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
点
が
、
一

般
的
に
言
わ
れ
て
い
る
二
世
帯
住
宅
と
は

異
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

新
築
住
宅
の
場
合
は
、
一
定
の
条
件
を

満
た
す
場
合
固
定
資
産
税
の
減
額
措
置
が

あ
り
ま
す
。
住
宅
の
新
築
に
関
す
る
固
定

資
産
税
で
分
か
ら
な
い
場
合
は
、
家
屋
の

平
面
図
等
を
持
参
さ
れ
、
市
役
所
の
税
務

課
に
ご
相
談
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま

す。-
問
い
合
わ
せ

広語Fラjf.~'1ι【7】

税
務
課
(
岡
②
5
1
1
5
)



1月17日は
「防災と

ボランテ アの日」
一瞬にして多くの尊い生命や貴重な財産を失ったあの

忌まわしい阪神・淡路大震災から早くも3年を迎えまし
fこO

阪神・淡路大震災においてボランティアが活躍し、そ

の重要性が広く認識されたことから、 1月17日のほか、
震災前後の1月15日から21日までが 「防災とボランティ
ア週間」となっています。

上田市では、一年を通じ 「災害ボランティアJ の募集

を行っています。いまや防災を語る上でボランティアは

欠かすことのできない存在になっており、おおぜいの皆

さんにご参加し 1ただき、ボランティアの輪を広げていか

れればこんなに心強いことはありませんO 詳細は次のと

おりですのでご協力をお願し 1します。

イ

じ>対象者 災害時に救援活動に携わることができる

個人(高校生以上)または団体 じ>連絡先 福祉課

(固③51 30) ・社会福祉協議会(固②2025)

また、災害に対する関心は、ややもすれば時間の経過

とともに薄れがちです。

長野県においては、幸い今年度に入ってから大きな災

害はありませんが、全国に目を向けると鹿児島で発生し

た土石流災害など、毎年どこかで大災害が起き、尊い生

命が失われています。

災害に対する備えは、どこまでやれば万全だというも

のはありませんが、災害にあったとしてもその被害を最

小限のものとするために、この週間を機会として各家庭

において、

①災害時の避難場所・避難経路や家族一人ひとりの役

割などを、実際に行動してみて確認するO

②およそ3日分の食料の備蓄を行うとともに、非常持
ち出し品の用意をするO

など、できることから取り組みをお願l¥します。

それが、災害への備えの充実につながりますo

[>問い合わせ総務課(固⑫5332)

ロ
ー
ン
」
(
融
資
限
度
額

1
5
0
万

円
)
の
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

マ
と
き

2
月

3
日
例
(
午
前
日

時

i
午
後

5
時
)
・
同

4
日
側
(
午

前
9
時

i
正

午

)

マ

と

こ

ろ

上

田
商
工
会
議
所
マ
問
い
合
わ
せ

国
民
金
融
公
庫
長
野
支
庖
(
固

0
2

6
2
3
3
1
2
1
4
1
)
 

『
国
の
教
育
ロ

i
ン』

特
別
相
談
会
へ
ど
う
ぞ

お
出
か
け
く
だ
さ
い

創
造
館
1
月
の
催
し

••• 
国
民
金
融
公
庫
で
は
、
高
校
、
大

学
、
専
修
学
校
へ
の
入
学
・
在
学
費

用
と
し
て
利
用
で
き
る
「
国
の
教
育 ••• 
.
 お
た
や
祭
り
の
山
車
の
展
示

マ
と
き

1
月
打
日
出
(
)
白
日
出
午

前
9
時

i
午
後

5
時

-
上
小
地
方
の
獅
子
頭
と
装
束
展

(
入
場
無
料
)

マ
と
き

1
月
お
日
附

1
2月
8
日

目
午
前

9
時

i
午
後

5
時

-
星
空
観
望
会
(
参
加
無
料
)

マ
と
き

1
月
幻
自
由
午
後

7
時

初
分

1
9時
(
印
分
前
ま
で
に
来
場

を
)
マ
そ
の
他
雨
天
・
曇
天
時

は
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
で
説
明
(
小
・

中
学
生
は
保
護
者
同
伴
で
ど
う
ぞ
)

.
第

2
土
曜
日
・
第
4
土
曜
日
『
施

設
無
料
開
放
』

1
月
刊
日
と
同

M
日
は
小
・
中
学

生
と
同
伴
の
保
護
者
の
か
た
は
、
プ

ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
、
民
俗
資
料
館
、
体

育
館
が
無
料
に
な
り
ま
す
。

に

次
の
皆
様
か
ら
、
温
か
い
ご
寄
付
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

マ
側
日
本
ヒ
ル
シ
ス
テ
ム
ズ
様
/
上

田
城
西
櫓
、
南
櫓
ラ
イ
ト
・
ア
ッ

プ
用
機
器
一
式
お
よ
び
機
器
の
設

置
業
務

マ
石
井
素
子
様
(
半
過
)
/
車
い
す

-
台
/
福
祉
に
役
立
て
る
た
め
に

マ
信
州
う
え
だ
農
業
協
同
組
合
様
・

信
州
う
え
だ
農
業
協
同
組
合
上
田

市
ぶ
ど
う
部
会
様
/
巨
峰
お
箱
/

市
内
社
会
福
祉
施
設
ヘ

マ
井
戸
田
盛
男
様
(
東
部
町
)
/
1

0
0
0
0
円
/
老
人
福
祉
施
設
整

備
等
基
金
、
報
恩
寮
ヘ

マ
日
本
た
ば
こ
産
業
側
上
回
営
業
所

様
/
ス
タ
ン
ド
灰
皿
初
台
/
市
内

各
所
設
置
用
灰
皿
と
し
て

マ
瑞
穂
流
日
舞
研
究
会
名
取
一
同
様

/
叩
万
円
/
社
会
福
祉
基
金
積
立

金
と
し
て

マ
瑞
穂
流
家
元
・
瑞
穂
一扇
梢
様
/
印

万
円
/
社
会
福
祉
基
金
積
立
金
と

し
て

マ
歌
手
・
神
た
か
し
様
/
2
万
円
/

社
会
福
祉
基
金
積
立
金
と
し
て

マ
上
田
市
建
設
事
業
協
同
組
合
様
/

フ
ラ
ワ
ー
ポ
ッ
ト

5
基
/
上
田
地

域
フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ン
事
業
と
連

携
し
、
上
田
駅
お
城
口
に
設
置

マ
松
井
氏
雄
様
(
神
畑
)
/
絵
画
1

点
/
第
六
中
学
校
創
立
叩
馬
年
記

念
に

【8】広報Fラ;Æ~'1ι



各ホール イベン卜案内

新成人の皆さん;日背中迄433L法的年

成人式へどうぞ
• 
1月15日(木)
受け付け:午後1時から
式典:1時30分から

上田市民会館
マ問い合わせ

生涯学習課(固⑫51 03) 

(主催者の都合により変更する場合があります)

上田市民会館
し{雀

上田市消防出初め式

固⑫0760圃材木町1-2-3上田市文化会館

申
し
込
み
は
1

/
叩

5
幻

平
成
叩
年
度
各
種
検
診

••• 
1
月
刊
日
か
ら
平
成
日
年
度
の
各

種
検
診
の
申
込
書
の
は
が
き
を
検
診

対
象
者
(
男
性
白
歳
以
上
、
女
性

ω

歳
以
上
)
の
各
世
帯
ご
と
に
直
接
郵

送
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
お
手
元

に
届
き
ま
し
た
ら
、
次
号
1
月
間
日

号
の
広
報
う
え
だ
「
j
検
診
の
ご
案

丸子町文化会館 セレスホール
固⑫0001

ウィーン・リング・

アンサンプルコンサート

ホールこだま
固⑫3436信州国際音楽村

新春寄席
1/1H日)1
(三笑亭夢之助さんほか)

内
j
」
を
よ
く
ご
覧
の
う
え
、
名
前

の
下
の
申
込
欄
で
希
望
す
る
検
診
に

O
印
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
平
成
問
年
度
の
刊
歳
健

診
対
象
者
に
は
、
あ
ら
た
め
て
健
康

の
情
報
な
ど
と
と
も
に

5
月
ご
ろ
申

し
込
み
を
と
り
に
伺
い
ま
す
の
で
、

今
回
の
申
し
込
み
は
必
要
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
そ
の
旨
申
込
書
の
は
が

き
に
記
載
し
て
あ
り
ま
す
。

ご
記
入
い
た
だ
い
た
は
が
き
は
、

1
月
間
日
幽
か
ら
同
出
日
出
ま
で
に
、

各
自
治
会
の
提
出
方
法
に
従
っ
て
ご

提
出
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
直
接
健
康

推
進
課
・
各
支
所
へ
提
出
し
て
い
た

だ
い
て
も
け
つ
こ
う
で
す
。

詳
し
く
は
、

1
月
間
日
号
の
広
報

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

マ
問
い
合
わ
せ
健
康
推
進
課
(
固

⑫
8
2
4
4
)
 

松
く
い
虫
防
除
対
策

講
習
会
(
樹
幹
注
入
)

••• 
松
く
い
虫
か
ら
庭
木
な
ど
の
大
切

な
松
を
守
る
た
め
の
防
除
対
策
講
習

会
(
樹
幹
注
入
)
を
開
催
し
ま
す
。

マ
と
き

1
月
凶
日
目
午
後

1
時

1
3時

マ
集
合
上
田
城
跡
公
園
西

口
す
ぐ
の
赤
松
マ
参
加
無
料

マ
持
ち
物

筆
記
用
具

マ
申
し
込

み
・
問
い
合
わ
せ
上
小
地
方
事
務

所
林
務
課
普
及
係
(
固
⑫

7
1
3
8
)

田園田園固

八日堂縁日で
唖交通規制

マ
東
京
電
力
側
千
曲
川
電
力
所
様
/

点
字
図
書
部
冊
/
点
字
図
書
館
蔵

書
と
し
て

マ
社
会
福
祉
法
人
N
H
K
厚
生
文
化

事
業
団
様
/
点
字
日
本
語
ワ
ー
プ

ロ
・
コ
ン
ビ
ュ

i
タ
l
・
プ
リ
ン
タ
ー

マ
陵
名
/
エ
ア
i
マ
ッ
ト

1
台
/
在

宅
高
齢
者
の
か
た
の
利
用
の
た
め

マ
信
州
う
え
だ
農
業
協
同
組
合
内
泉

国
ゴ
ル
フ
友
の
会
様

/
2
0
0
0

円
/
社
会
福
祉
基
金
積
立
金
と
し

て
マ
窪
田
英
夫
様
(
築
地
)
/
書
籍
お

冊
/
市
内
各
小
中
学
校
へ

つv
側
主
マ
キ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
様
/

イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト
プ
ロ
ッ
タ

1
台
/

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
情
報
セ
ン
タ
ー
ヘ

マ
側
カ
ネ
コ
・
コ
ー
ポ
レ
l
シ
ョ
ン
上

田
営
業
所
様
/
日
万
円
/
社
会
福

祉
基
金
積
立
金
と
し
て

(交
通
災

害
遺
児
ヘ
)

マ
塩
田
陶
芸
会
様
/
3
1
3
9
0
円

/
社
会
福
祉
基
金
積
立
金
と
し
て

マ
生
活
協
同
組
合
コ

l
プ
な
が
の
上

田
セ
ン
タ
ー
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
委

員
会
様
/
紙
お
む
つ
ほ
か
/
乳
児

院
入
所
児
ヘ

マ
上
回
六
文
銭
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

様
/
車
い
す
2
ム口
/
/
福
祉
に
役
立

て
る
た
め
。
特
別
養
護
老
人
ホ
i

ム

「長
寿
園
¥
「室
賀
の
里
」
に

設
置

マ
ス
ナ
ッ
ク
た
ま
様
/
3
7
5
1
6

円
/
社
会
福
祉
基
金
積
立
金
と
し

て
マ
東
郷
商
事
様
/
長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
公
式
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

3
0
0
冊

/
市
内
小
中
学
校
ヘ

広範Fラji.~'1ι【9】



上田地域広域行政事務組合

固⑫2130 国⑫8980

上
田
地
域
広
域
連
合
検
討
会
議
は
こ
の
ほ
ど
、

当
」
と
す
る
報
告
書
を
ま
と
め
ま
し
た
口

シ
リ
ー
ズ
最
終
回
の
今
回
は
、
な
ぜ
「
上
田
地
域
は
広
域
連
合
ヘ
移
行
す
る

こ
と
が
望
ま
し
い
」
の
か
を
考
え
て
み
ま
す
。

メ
ニ
ュ
ー
は
3
つ

広
域
行
政
の
推
進

広
域
的
な
地
域
づ
く
り
を
推
進
し
て

い
く
方
法
に
は
、
「
広
域
合
併
の
推
進
」

「
広
域
行
政
事
務
組
合
の
充
実
」
「
広
域

訂正とおわび

12月16日号の広報といっしょに酪布した

『上田市市勢要覧CC-EYESJに誤りがあり

ました。

21ページ花里吉見さんのプロフール7行目「日

本写真協会会長」を「日本写真協会会員」 に。花

里さんをはじめ、関係する皆さんに多大なご迷惑

をおかけしました。訂正しおわびいたします。

「
広
域
連
合
へ
の
移
行
が
適

連
合
制
度
の
活
用
」
の

3
つ
の
方
法
が

あ
り
ま
す
。

私
た
ち
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
持
つ
特
徴

を
理
解
し
、
地
域
に
最
も
ふ
さ
わ
し
い

推
進
方
法
を
選
択
し
て
い
く
こ
と
が
重

要
に
な
り
ま
す
。

計
量
器
無
料
精
度
診
断

結
果
を
発
表
し
ま
す
/

••• 
市
で
は
、
日
月

1
日
の
計
量
記
念

日
に
合
わ
せ
、
病
院
や
学
校
等
で
使

用
さ
れ
て
い
る
体
温
計
、
血
圧
計
等

の
無
料
精
度
診
断
を
実
施
し
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

マ

実

施

期

日

平

成

9
年
刊
月

n

日
か
ら
日
月

刊

日

ま

で

マ

実

施

会

場

市

役

所

計

量

検

査

室

マ
問
い

合
わ
せ
商
工
課
(
岡
②

5
3
9
5
)

今
こ
そ
大
切

個
性
と
連
携

そ
れ
で
は
、

3
つ
の
方
法
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
す
。

-
広
域
合
併
の
推
進

広
域
合
併
は
、
行
政
の
効
率
化
を
考

え
た
場
合
、
最
も
明
確
で
効
果
的
な
方

法
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
方
法
は
そ
れ
ぞ
れ
の

市
町
村
の
地
域
性
を
生
か
す
v

」
と
を
難

し
く
す
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
な
ど
か

ら
、
今
後
、
合
併
の
気
運
が
高
ま
り
、

住
民
の
皆
さ
ん
が
じ
ゅ
う
ぶ
ん
な
論
議

を
深
め
、
合
意
が
得
ら
れ
た
上
で
行
わ

れ
る
べ
き
選
択
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま

す。-
広
域
行
政
事
務
組
合
の
充
実

上
田
地
域
広
域
行
政
事
務
組
合
で
は
、

積
極
的
に
広
域
行
政
の
推
進
に
取
り
組

ん
で
き
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
広
域
行

政
事
務
組
合
の
持
つ
計
画
は
、
よ
り
高

い
住
民
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
行
っ
て
い
く

( )内は%

者苔 種
検査 不合格 検査 不合格

戸数 戸数 台数 台数

体温計 26 2 529 5 (0.9) 

血圧計 27 109 

ヘルスメ ーター 4 5 

キッチンスケ ル

d同h 言十
58 
2 644 5 (0.8) 

(実数回戸)

-計量器無料精度診断結果

た
め
に
は
ど
う
し
て
も
限
界
が
あ
り
ま

す
。つ
ま
り
、
こ
の
組
合
を
よ
り
い
っ
そ

う
充
実
さ
せ
て
い
く
た
め
に
は
今
の
組

合
体
制
そ
の
も
の
を
再
構
築
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

-
広
域
連
合
制
度
の
活
用

広
域
連
合
制
度
は
、
市
町
村
の
個
性

を
生
か
し
な
が
ら
、
市
町
村
個
々
で
は

取
り
組
み
の
難
し
い
問
題
を
共
同
で
効

率
的
に
行
い
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

や
個
性
的
な
地
域
づ
く
り
を
進
め
て
い

こ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

地
域
住
民
の
高
度
化
し
た
ニ

l
ズ
や

環
境
問
題
な
ど
広
域
的
に
解
決
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
に
対
処
し

て
い
く
た
め
に
は
、
現
段
階
で
は
こ
の

制
度
を
活
用
し
て
い
く
こ
と
が
最
も
適

当
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

上
田
地
域
は

広
域
連
合
が
ベ
タ
ー

十
数
回
に
わ
た
り
研
究
・
検
討
を
重

ね
て
き
た
広
域
連
合
検
討
会
議
が
ま
と

め
た
報
告
書
で
は
、
「
広
域
的
な
連
携

と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
市
町
村
が
住
民
の
皆

さ
ん
を
主
人
公
に
し
た
新
た
な
地
域
づ

く
り
を
進
め
て
い
く
た
め
に
、
上
田
地

域
で
は
『
広
域
連
合
制
度
』
を
活
用
し

て
い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
」
と
述
べ
ら

れ
て
い
ま
す
。

上
田
地
域
広
域
行
政
事
務
組
合
で
は
、

広
域
連
合
の
導
入
を
踏
ま
え
、
住
民
の

皆
さ
ん
の
福
祉
向
上
は
も
と
よ
り
、
魅

力
的
で
個
性
的
な
上
田
地
域
を
目
指
し
、

事
業
推
進
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

【10】広報Fラ:A151乱

※
上
小

8
市
町
村
と
坂
城
町
の
広
報
紙

を
通
じ
、

3
回
シ
リ
ー
ズ
で
「
上
田
地

域
の
広
域
行
政
の
取
り
組
み
」
の
概
要

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
に
関
す
る
具
体
的
な
動
き
に
つ
い

て
は
、
平
成
問
年

3
月
ご
ろ
に
広
域
行

政
広
報
紙

「上
小
」
で
お
知
ら
せ
す
る

予
定
で
す
。

メディyフンドUEDAヘ/
メディアランドUEDAでは、各種セミ

ナーを開催しています。皆さんお出かけ

ください。

マ申し込み 上田市マルチメディア情報

センター(悶⑬1000・回⑬1010・
URLhttp://www.umic.ueda.nagano.jp ) 

圃セミナ一日程表

講座名 日時 対象 受講料

パソコン日本語 1月16日(創
初級者 1500円

入力入門講座 午後1 時30分~3時30分

元気なちびっ子大集合/2月1日(日)
初級者 500円

節分企画 午後1 時30分~3時

インターネット 2月1日(日) どなた
無料

体 月食 dZbミh 午後2時~ でも

ホームページ1月26日(月)、2月2日
4回コース

作成上級 伺)、9日(月)、16日(月) 上級者
セミナ ー午後6時30分~9時

12000円

ママと幼児 2月5日(木)、19日(木)開;月2回コースのための 午前10時30分 1000円
コンビューター教室 ~11 時30分 んのぺ7
※有料のセミナーは申し込みが必要です。
※定員(先着順):ママと幼児のためのコンビューター教室…16組

その他の講座・・・16名



対策資空き 資不況 事業資金企小規
資中

妻賢喜
金庖舗

立す :ii: 工
金策 業模 金業

2 2 2 2 
利率

% 5 % 2 % 5 % 8 

吾E備I又1. 
運転 設備 運転設備

貸付限度額O2 運転 2 7 運転
2 3 。 。。。 。5 。。。 。。。。

万 万 万 万万
円 円 円 円円

「
入
札
(
見
積
)
参
加
願
」

叩
年
度
分
の
追
加
受
付

••• 
平
成
日
年
度
に
市
が
購
入
す
る
物

品
と
、
市
が
発
注
す
る
建
設
工
事
お

よ
び
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務
の

ノ

インタm ネットよ鹿?障の*圃嗣ムベ-5表

市
制
度
資
金
の
金
利

を
引
き
下
げ
ま
し
た

上田市の紹介や広報の内容も掲載/

U RL http://www.city.ueda.nagano.jp/ 

••• 
ロ
月
日
日
か
ら
中
小
企
業
者
向
け

事
業
資
金
の
あ
っ
せ
ん
金
利
を
、
次

の
と
お
り
引
き
下
げ
て
運
用
し
て
い

ま
す
。各
資
金
の
融
資
条
件
・
内
容
な
ど

の
相
談
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

マ
問
い
合
わ
せ
商
工
課
商
工
振
興

係
(
固
⑫
5
3
9
5
)
・
上
田
商
工

会
議
所
(
固
②
4
5
0
0
)
・
上
田

市
塩
田
商
工
会
(
岡
警
U
6
1
0
)

川
西
商
工
会
(
固
@
2
0
3
3
)

-

宮

下

八

重

子

新

田

制

一

高

松

静

上

川

原

柳

町

同

一

星

野

一

人

一

滝

津

美

津

男

生

塚

町

・

平

石

幸

子

下

塩

尻

町

内

一

町

田

了

一

石

寺

務

川

辺

町

臼

一

石

井

誠

中

常

田

川

仰

い

外

村

土

口

高

一

西

津

粥

八

久

保

林

町

内

一

清

水

政

治

郎

北

天

神

町

剖

一

清

水

義

夫

一

松

岡

織

子

北

大

手

河

口

酒

井

理

一

郎

城

北

何

一

井

揮

さ

ち

子

一

堀

内

英

子

下

之

郷

侃

一

箱

山

一

枝

中

常

田

口

一

青

木

美

代

子

…

滝

津

美

子

生

塚

臼

一

依

田

正

茂

町

吉

田

位

一

飯

島

康

吉

船

田

愛

子

舞

回

目

一

林

正

信

丸

堀

町

肝

一

小

川

正

志

下

塩

尻

mm
・
樋
口
健
次
郎

藤

極

竜

秋

大

湯

川

仰

・

久

保

田

和

江

小

井

田

臼

・

小

林

袈

裟

巳

手

塚

町

一

坂

口

幸

子

室

賀

う

た

江

下

組

刊

一

金

津

洋

夫

手

塚

田

一

田

村

美

す

ず

八

木

沢

ω仰
い
長
谷
川
俊
夫

亀

山

よ

し

子

川

辺

町

ω
一

中

津

じ

つ

八

木

沢

卯

一

石

割

芳

子

矢

沢

剖

一

池

田

サ

ハ

唐

津

か

づ

子

馬

場

町

剖

一

春

日

孝

雄

ひ

か

り

問

一

保

科

ま

き

い

手

塚

M
一

中

津

秀

司

馬

場

け

さ

じ

八

木

沢

何

一

増

子

度

一

生

塚

，

ω
一

松

尾

勝

巳

み

す

ず

台

北

田

一

西

津

始

鶴

岡

芳

春

梅

が

丘

n
一

五

味

永

久

上

川

原

柳

町

刊

一

浦

原

て

つ

下

之

条

仰

い

藤

原

武

雄

飯

島

き

よ

子

秋

和

路

一

三

輪

邦

時

上

手

間

一

成

津

す

み

子

緑

が

丘

西

筋

一

宮

下

邦

雄

田

口

芳

信

上

塩

尻

位

一

中

本

か

つ

分

去

約

一

高

橋

吉

蔵

千

曲

町

剖

一

楼

井

輝

止

小

林

ま

き

漆

戸

口

…

羽

毛

田

重

良

小

牧

ω
…

鎌

原

み

つ

大

湯

ω
…

東

城

さ

と

首

藤

正

博

緑

が

丘

西

M
一

小

林

よ

し

子

塩

田

新

町

肝

一

尾

津

一

幸

下

堀

問

一

依

田

久

子

六

川

己

枝

大

久

保

旧

一

福

井

直

次

郎

御

所

旧

一

大

久

保

敬

市

保

野

間

一

柴

崎

登

美

枝

金

子

せ

つ

上

塩

尻

幻

一

手

塚

八

千

代

神

畑

仰

い

小

林

君

江

仁

古

田

向

一

滝

津

和

喜

夫

春

原

ふ

み

子

新

田

幼

一

中

村

安

子

藤

之

木

目

二

則

田

ふ

み

秋

和

位

一

藤

津

拓

ご
め
い
福
を

お
祈
り
し
ま
す

(
刊
月
届
け
出
分
・
敬
称
略
)

越

戸

梅
が
丘

院

内

大
手
町

越

戸

踏

入
城

北

下
小
島

上

沢

原

町
下
室
賀

保

野

新

田

新

田
川
辺
町

中
吉
田

材
木
町

大

湯

材
木
町

b
ヘ

nH

4

帯
U
4
木
町
・

久
保
林

入
札
・
見
積
に
参
加
を
希
望
さ
れ
る

か
た
は
「
入
札
(
見
積
)
参
加
願
」

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
平
成

9
年
度
・
凶
年
度
分

の
参
加
願
を
提
出
さ
れ
た
か
た
は
、

今
回
は
提
出
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
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閃
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品
・
・
・
指
定
用
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1
月
か
ら
管
財
課

で
お
渡
し
し
ま
す
。
②
建
設
工
事
・

建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
・
:
募
集
要
項

は
1
月
か
ら
管
財
課
で
お
渡
し
し
ま

す
。
マ
提
出
・
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い
合
わ
せ
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課
(
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子育て支援センター主催

開放保育

こままわし大会の集い
保育園児がするこままわし遊びを見たり、

いっしょにいろいろなこまを回して遊びま

しょう O

マとき 1月22日(木)午前9時50分から11
時 マところ南部保育園ホール マ持ち

物上履きマその他保険料…ひとり20
円マ対象未就園児とその保護者マ定

員 25組マ申し込み子育て支援センター
(南部保育園内・相談室固@309 6) 

.わんぱく広場

「いっしょに遊ぼう /J開催
子育て支援センターでは、親子のふれあ

いの場、育児の情報交換の場として1月28
日(水)、 2月26日(木)に神川児童センターにお
いて、わんぱく広場 I~\ っしょに遊ぼう /J

を開催します。 お気軽にご参加くださ ~\o

マ問い合わせ 子育て支援センター

Av--A'A'A'A'A'AV--A'AV--AV----A'A，.A'A'A'AV--A'A'A'A'A' 
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.
先
日
、
健
康
診
断
を
受
け
た
。
最

・

『

ク

ー
ル
ラ
ン
ニ
ン
グ
』
と
い
う
映
画
を
み

集

記
J

近
目
の
調
子
が
悪
い
な
と
思

っ
て
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
?
雪
の
な
い
南
国
ジ
ャ

編

後

」た
ら
、
案
の
定
視
力
が
落
ち
て
い
た
。

マ
イ
カ
の
チ
l
ム
が
、
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

グ
l¥

以
前
は
し
て
い
た
コ
ン
タ
ク
ト
も
ボ
ブ
ス
レ

l
競
技
に
出
場
す
る
と
い
う
話
。
実

去
年
あ
た
り
か
ら
調
子
が
悪
く
、
し
か
た
な
し
話
が
ベ

l
ス
で
、
笑
っ
て
泣
け
る
映
画
だ
っ
た
。

に
最
近
は
眼
鏡
の
生
活
。
仕
事
柄
、
一
日
中
ワ
ー
そ
の
ボ
ブ
ス
レ
!
と
同
じ
会
場
で
行
わ
れ
る

ブ
ロ
と
向
き
合
っ
て
い
る
こ
と
も
多
く
、
目
は
の
が
表
紙
で
紹
介
し
た
『
リ
ュ

l
ジ

ュ
』
。
小

悪
く
な
る
一
方
。
数
年
前
ま
で
は
両
目
と
も
さ
な
そ
り
で
氷
の
コ
ー
ス
を
滑
る
ス
ビ
1
ド
は

2
・
0
あ
っ
た
の
に
。

時
速

1
2
0
キ
ロ
を
超
え
る
。
間
近
で
見
る
と

眼
鏡
の
ま
ま
で
視
力
検
査
を
受
け
た
が
、
ゃ
っ
す
ご
い
迫
力
だ
。
ま
た
会
場
と
な
る
『
ス
パ
イ

ぱ
り
よ
く
見
え
な
い
。
ぼ
や
け
た
ド
ー
ナ
ツ
を
ラ
ル
』
も
す
ば
ら
し
い
。

ジ
l
ッ
と
見
つ
め
「
右
」
「
左
」
「
上
」
「
下
」
・
:
こ
た
つ
に
あ
た
っ
て
テ
レ
ビ
で
見
る
の
も
い

と
答
え
て
い
た
ら
、
こ
う
言
わ
れ
て
し
ま

っ
た
。

い
が
、
せ
っ
か
く
地
元
で
見
ら
れ
る
チ
ャ
ン
ス
。

「
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目
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な
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ょ
う
。
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ふるさと四季の風

原田泰治の世界展
〔長野オリンピック文化・芸術祭参加〕

長野オリンピック文化・芸術祭の一環として

「原田泰治の世界展」を開催。原田泰治さんの作品

1 20点を展示します。

長野県が生んだ日本で最も人気のある素朴画家・

原田泰治画伯。絵を通じて県内、国内はもちろん、

国境を越えた世界の人びとに語りかけます。

-サイン会
-.r‘ 

bとき 1月17日仕)・ 18呂(日)[午後1時~・午後3
時'"'-'J※?dEP会の整理券は、各時間の30分前より
配布(書籍鋒;二買い求めのi)~;.た広限りサインします)

・原由黍治さん講演会
干ムポの遁Jユ ミ、るさとから世界ヘ~
bとき 1月15日(木)午後1時30分'"'-'(午後1時開場)
bところ 上田市文化会館
じ>定員 500名

l>入場料無料(整理券を配布します)

じ>入場料 一般・大学生…600円 (5O~ô司円〉、

小・中・高校生…3Q¥O円 下q0，40円み [( ) ~自 は

団体20名以上の料金]hiよび障宇都協お
持ちのかたは無料ですJ
bチケ y卜販売 上田倉|11謡 、市)支所受付、教育委
員会文化課、上田市各公民館

くv

上田創造館(固③11 1 1 ) 圃問い合わせ

.主催 原田泰治の世界展実行委員会(長野県・側長野

オリンピック冬季競技大会組織委員会・側)長野パラリン

ピック冬季競技大会組織委員会)、上田地域広域行政事

務組合、制上田市地域振興事業団

.主催 千曲川左岸広域営農団地整備事業促進協議

会(事務局・小諸市役所内)

・応募方法 官製はがきに愛称一点と①郵便番号②

住所③氏名④年齢⑤電話番号を明記し、干384-
8501小諸市役所内千曲川左岸広域農道事務局

「愛称募集」係(固0267-22-1700・困218)へどう
ぞ0

.応募期限 3月31日り()(当日消印有効〉

千曲川左岸広域農道
愛称を募集します
昭和63年度から小諸市の国道141号バイパスを
起点に丸子町まで、の約28km聞において実施している
『千曲川左岸地区広域営農団地農道整備事業』。今年

1月中に、小諸市の県道小諸中込線から北御牧村を

経由して、丸子町の主要地方道丸子東部インタ一線

まで、の約23kmが{共用開I台となりま
す。小諸市の残り区間においても

平成10年度の早い時期に供用開始
が見込まれており、平成11年度の

全線供用開始に向けて工事が進め

られています。

この広域農道は、上田市も含め

た千曲川左岸地区の農業の振興は

もとより、地域産業の振興にも役

立つものとして期待されていますO

今回、この道路を地域に密着し

たものとするため、親しみやすい

愛称を募集することになりました。

皆さん奮ってご応募ください。
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